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  ７月 2日（木）発行責任 園長 池添鉄平           ７月 1 日現在の在籍児童数 138 名   

 

 6 月のある夕方のことです。４歳児の I くんがフラッと事務所に入ってきました。なんとなしに本棚の絵本を

パラパラめくって読んで、「あ〜これ、オレ、子どもの頃に読んでたわ〜」と一言残して出て行きました。後から

来られたお母さんと「あなたもまだまだ子どもですよ」とツッコミを入れながら笑い合いました。 

 

6 月 25〜26 日で年長児ぞう組は夏の合宿を行いました。てるてる坊主

の力およばず、あいにくの大雨で美山での川遊びは中止しましたが、美山へ

は行ってお世話になっている京都桑田村の皆さんと交流しました。到着し

ても雨が降っていましたが、子どもたちが空に向かって大きな声で「雨やめ

ろ〜！雨やめろ〜！」と言うと、なんと！だんだん小雨になりました。誰か

が「もっと丁寧に言ったらいいんちゃう」と言うと、みんなで改めて「雨や

めて下さい！」と大きな声で叫ぶと、奇跡的に雨が止んで桑畑見学やアマガ

エル取りを楽しむことができました。子どものパワーはすごいです。その後

また雨が降ってきましたが、豊郷公民館でゲームや昔遊びで交流して遊ん

で帰りました。保育園に戻ってリクエストメニュー「冷やしかけうどんと骨

付きお肉」の夜ご飯、お化け屋敷、室内キャンプファイヤー、小雨の中ちょ

っと花火もできて、保育園ナイトをたっぷり楽しみました。 

「泣いてへんわ！」２日目の朝、出勤してきた職員に「誰も泣いてへんかっ

たか？」と問われての言葉でした。お家から離れてぞう組みんなでのお泊ま

りで、ちょっぴり不安もあったけど、楽しいことの方が多くてニコニコで過

ごせて、たくましくなった子どもたちでした。秋には美山合宿も行います 

 

 

 

6 月 12〜14 日に福岡で行われた第 65 回全国保育問題研究集会に参

加しました。「父母と共につくる保育内容」分科会で提案発表をしました。

内容は川柳大会の紹介や不適切保育など保育に不安を感じる報道が多い背

景でどう保育園として保護者の皆さんとの信頼関係を築いていくか、という

ようなものでした。他にも保護者会の実践報告なども出され、分科会では他

園の保護者の方も参加しておられ、グループワークでさまざまな角度から議

論をしました。いろいろと話して考えたのですが、保護者の方々には、たか

つかさ保育園を「うちの子が行っている園」ではなく、「うちの園」と言っ

てもらえるような保育園でありたいと考えました。とても抽象的な表現ですが、保護者の皆さんの場所としても

ありたいです。過度な参加や負担をお願いしたいわけではありませんし、それぞれの距離感も保ちながらと思っ

ておりますが、保護者の皆さんと職員とが気軽に声を掛け合える風通しの良い関係も大切にしていきたいです。 

そんな思いから 7/10（金）の「たかつかさ保育園の大人たちのおしゃべり会」を企画しています。またまたの

お誘いですが、ぜひご参加をお願いしたいです。みんなで安心して過ごしやすい良い雰囲気をみんなでつくって

いきたいです。どうぞよろしくお願いします。 

大きな山のトンネル 足なら届くかな 



「雲ヶ畑の一家 息子 6人海軍に捧げる」  「京都３度目爆撃」  「京都府民 真剣さ足りぬ」 

 これらは、戦後 80年の昨年 2025 年に京都新聞で企画された「京都戦時新聞」の見出しです。その新聞の

説明に「〜 戦争遂行に少なからず加担した新聞の側面を振り返って教訓とするため、専門家の監修の下、今

の記者たちがわかりやすい言葉に訳しました。〜」とあり、昨年の掲載時からとても

関心を持って読んでいました。先日その出版記念シンポジウムが開催され参加しまし 

た。とても良いシンポジウムでしたので少し報告させてください。その新聞を読むと、

国の情報統制があったとは思いますが、戦争を正当化して市民をあおり、他国をおと

しめる記事ばかりでその当時の空気が伝わってきます。また「読者の声」では普通の

市民が戦争に飲み込まれ傾倒していく様子が記されていて、コロナ禍の自粛警察のよ

うな同調圧力の雰囲気を怖いほど感じました。夏の「平和のつどい」でこの担当記者

さんに 8 月 7 日（金）に来ていただけることになりました。ぜひ卒園した子どもたち 

にも聞いてほしいと思っています。またご案内いたします。 

 

6 月 20日（土）には第２回のピカピカデーを開催しました。が、こちらも

雨のため作業を減らして 4 名の保護者の方々で取り組みました。幼児プールの

設置や園庭遊具の補修や制作などを行いました。良いモノをたくさん作ってく

ださいました。第３回は 11 月 28日（土）を予定しています。 

 

 6 月の避難訓練   

6 月 18 日（木）９:36 水害想定で訓練を行いました。浸水が起こり発報、

アナウンスを聞いて落ち着いて２階に避難しました。幼児クラス避難後、職員で

声を掛け合いひよこ・こやぎ組の子どもたちを抱っこして全員避難できました。

２階の各部屋に避難して拡声器の声が聞こえるかも確認できました。 

 

 ７月と今後の予定    ７月はお弁当日はありません   

７日（火）七夕のつどい    9日（木）健光園訪問 きりん組 

10 日（金）保育園の大人たちのおしゃべり会 

16 日（木）避難訓練 

25 日（土）職員会議 家庭保育が可能な場合はご協力をお願いします。 

                                   6/17 京都市青少年科学センター ぞう組 

8 月 10〜14 日までプール活動を中止して特別保育期間といたします。 

8 月 15日（土）は市場がお休みのためお弁当日となります。       9月 5 日（土）夏まつり 

 

 夏期の出欠調査票のご協力のお願い （7/2１ごろにご案内します） 

 7 月末から学校も夏休みに入り、各ご家庭でも夏の計画が予定されているかと思います。当園の職員も順に休

暇をいただきたいと思っております。皆さんの出欠を参考にして勤務シフトの調整を行いますので調査のご協力

をお願いいたします。また本園ではお盆休みを設定しておりませんが、休暇を取る職員の多い時期でもあります

のでお盆周辺の家庭保育のご協力を検討してくださいますようにお願いいたします。 

 

6 月 29日、今年初めてセミの鳴き声が聞こえました。夏が始まります。プール活動も始まっていきます。職

員も順次救命講習を受けて準備を進めています。異常な暑さにも慎重に対応していきたいと思っております。 

ご家庭でも体調管理と朝のプールチェック表の記入などご協力をどうぞよろしくお願いいたします。 


